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あらまし：教師は授業の質や指導力向上のために，知見を学習指導案により他者と共有している．しかし，

学習指導案は，授業の設計意図は暗黙的になりがちである．本研究では，学習指導案では暗黙的な授業意

図を補足することを目指している．本稿では，授業意図を木構造モデルで表現し，モデルと学習指導案と

の対応付けと対応関係の可視化について紹介する． 
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1. はじめに 
本研究では，暗黙的になりがちである教師の授業

意図を可視化することにより，教師の知識共有を支

援することを目標としている．ここでの授業意図と

は，教師が授業について背景や状況に照らし合わせ

て行いたいと考えていることである．教師は授業の

質や指導力向上のために，自身の見方や考え方の枠

組みの意味を問い直し授業経験を吟味することで，

実践を通じて学んでいると言われている(1)．また，

その学びの中では個人的な活動だけではなく，他者

の授業方法などの知見を共有することも重要である

と言われている．そのような知見の一つの共有手段

として学習指導案がある．実際の学習指導案の一例

を図１に示す．学習指導案には授業の進行計画が書

かれるが，他の教師と共有するために「脱文脈化」

することが重要である(1)．しかし，背景や状況など

の授業意図に関する情報が過度に脱文脈化されてし

まい，他者が背景や状況を自身の経験や知識，事実

関係の情報に基づいて推論し，それぞれ異なる経験

や知識に照らして意味付けをしてしまうこともある．

このような共有がうまくいかない状況が起きないよ

うにするには，暗黙的になりがちな授業意図に関す

る情報を表出・共有することが重要であると考えら

れる．このような背景から，本研究では，学習指導

案では暗黙的な授業意図の情報を補足し，表出・共

有できるようにすることを目的としている．この目

的を実現するために，林らによる OMNIBUSオント
ロジー(2)を授業計画の設計意図を表現するための枠

組みとして，設計意図と実際の学習指導案との対応

付け，対応関係の可視化を行った． 
 

2. 授業設計意図のモデル化 
先行研究である OMNIBUSオントロジーで定義さ

れている授業の設計意図を表現する枠組みに基づい

て，設計意図をモデル化し，それと学習指導案の対

応付けを行う．OMNIBUS オントロジーでは，設計
意図を学習目標の分解構造を図２の左側に表されて

いるような木構造で記述している．これをシナリオ

モデルとよぶ．この木構造のルートノードは授業全

体の学習目標を表し，リーフノードはそれを達成す

るための教授者と学習者との具体的なインタラクシ

ョンを表す．そして中間ノードがリーフノードの設

計意図を表す．つまり，各リーフノードがルートノ

ードの学習目標に対してどのような貢献をしている

かが，中間ノードによって表される．よって，この

モデルはリーフで表される具体的な行為からルート

で表される授業全体の目標への関係によって教師の

授業設計時の思考内容（例えば，何を学習目標とし

て設定してどうやって実現しようとするか，実現手

段の選択肢として何を選んだか）を表している． 
3. 対応付けと可視化の設計 

 
図１	
 学習指導案の一例（一部） 
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シナリオモデルのノードを辿ることは設計時の思

考を辿ることであり，設計した教師自身による振り

返りの支援に効果があることが先行研究から示され

ている(3)．これはシナリオモデルによって学習指導

案では暗黙的になりがちな授業意図をより明確に表

すことができるからであると考えられる．そこで本

研究では，完成した学習指導案を対応するシナリオ

モデルと同時に提示することによって他者との授業

意図の共有を支援することを目指している．そのた

めには，その対応関係の種類を整理すると共に，具

体的な対応関係を記述するためのデータ構造を設計

することが必要となる．基本的に学習指導案の一つ

の項目はシナリオモデル中の一つのノードと対応す

る．項目の内容の多くは具体的な学習・教授行為を

表しており，シナリオモデルのリーフノードに対応

する．シナリオモデルの特徴は更に任意のレベルの

中間ノードを持つことができることであり，これら

は複数の項目に対応する．これは学習指導案では明

示されていないまとまりを設定し，その意図を明示

化できることを意味している． 
 

4. 対応付けと可視化の実装 
対応付けと可視化の実装を図２に示す．左側が授

業意図を木構造で表現したシナリオモデルであり，

右側が学習指導案である．モデルの赤で縁取りされ

たノードと学習指導案の黄色にハイライトされてい

る項目が直接対応しており，一方を選択すると他方

がハイライトされることで対応関係が示される． 
前節述べたように，シナリオモデルの中間ノード

は複数の項目に対応することもあり，ときには学習

指導案では明示されていないまとまりを表すことも

ある．例えば，「導入」は５つの項目で構成されてい

るが，最初の４つと最後の１つは意図が異なる．こ

れがシナリオモデル上でノード A，B でそれぞれ表
されている．よって，ノード Aを選択すると，導入
の最初の４項目だけがハイライトされ，学習指導案

上では明示されていないまとまりが示される． 
 

5. まとめ 
このように，教師が学習指導案の背景や状況など

の暗黙的な情報を得，知識共有を促進することで，

より他者の知識を自身の授業に活かせることを目的

として，シナリオモデルと学習指導案の対応関係を

ハイライトして提示することができるシステムの開

発を行った．今後はこのシステムを洗練すると共に，

実際の教師に利用してもらうことで現場でのニーズ

や利用の問題点を明らかにして改良していく予定で

ある． 
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図２	
 画面構成 
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